
知力と技
豊かな教養と課題解決能力、
実践的な和議・技能。

確かな職業観
働いて自立し、地域や社会に
貢献しようとする意欲。

電子・機械工学の

スペシャリストを目指す

知力と技

現代社会に必要な

実践力と技能を身につける

資格を取得し卒業

対人関係カ
コミュニケーションカ、集団や
組織の中での耐力・調和力。

豊かなこころ
正義を重んじる心、他を思い
やる心。

未来へ向けての

生活文化を考える



時代が求める・専門性を追求
●本校生徒の特長

就労意欲が高く勤勉です

明朗で挨拶がよくできます

資格取得に積極的に

努力しています

輩教程厨尊．琶
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●高校生ものづくりコンテスト2008東北大会

電子回路組立部門　出場

●県高等学校珠算競技大会珠算競技団体の部3位

●県高等学校珠算競技大会電卓競技個人総合の部3位

●東北六県高等学校珠算競技大会応用計算3位

●東北六県高等学校ワープロ競技大会出場

●県高等学校簿記コンクール団体の部2位（全国大会出場）

個人の部5位

●県高等学校情報処理競技大会団体の部3位

個人の部4位

●県商業高等学校英語スピーチコンテスト

暗唱部門　最優秀賞（全国大会出場）

●県高等学校家庭クラブ連盟研究発表大会

ホームプロジェクトの部最優秀賞（東北大会出場）

雫鵡漆芸　　　　　　聯撃癖耗揮蔓
●平成21年度技能検定

3級　機械加工職種　普通旋盤作業　5名合格

3級　電子機器組立て作業　3名合格

3級　シーケンス制御作業　2名合格　銀賞受賞

●県高等学校珠算競技大会珠算競技団体の部3位

●県高等学校珠算競技大会電卓競技個人総合の部3位

●県高等学校珠算競技大会伝票算1位

●県高等学校新人珠算競技大会珠算競技団体の部2位

●県高等学校ワープロ競技大会団体の部3位（東北大会出場）

●県高等学校新人ワープロ競技大会団体の部3位

●県高等学校簿記コンクール個人の部4位（全国大会出場）

●県商業高等学校英語スピーチコンテスト　暗唱部門　優秀賞

●県高等学校家庭クラブ連盟研究発表大会

ホームプロジェクトの部最優秀賞（東北大会出場）
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のある生徒を育てますム

情報工学科 高度情報化社会に対応できる情報活用能力と技術を育成します

●情報技術コース
電気・電子の基礎をとおして、通信技術を学び情報化

社会に必要な知識、技術の活用を学習します。

専門科闇
●電子情報技術

●実習

●電子回路

●通信技術

●プログラミング技術

●ハードウェア技術

ビジネス情報科

●メカトロニクスコース
機械設計や加工技術・自動化技術などの基礎をとおして、

情報化社会に対応する機械制御システムに関する知識、

技術を学習します。
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ビジネスセンス豊かな能力と態度を育成します

■経済産業省基本情報技術者

■経済産業省ITパスポート

■工事担任者試演（デジタル3穫他）

■危険物取扱者乙種

■計算技術検定

■情報技術検定

『技能検定（普通旋盤作業）

■技能検定（電子機等組立て作業）

●技能検定（シーケンス制御作業）

■簿記検定

●英語検定 など

●ビジネス会計コース
企業の経営活動を表現する簿記や会計、原価計算、
情幸馴ヒ・国際化に伴う会計の新しい動きなどについて

学習します。

E荘重堰
●原価計算　●会計

●会計実務　●商業技術
●文書デザイン

●マーケテイング

●商品と流通

総合生活科

●ビジネス情報コース
ビジネスでよく利用されるソフトウェアの操作方法や
利用方法、マルチメディアを利用した文書作成やプログ
ラミングについて学習します。

●原価計算　●会計

●プログラミング

●ビジネス情報　●情報総合実習

●ネットワークシステム

●マーケテイング

●文書デザイン

家庭に関する専門性とコミュニケーション能力を高め
地域貢献できる人材を育成します。
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■簿記検定

■ワープロ検定

■情報処理検定

■珠算・電卓検定

■商業経済検定

■販売士検定

』経済産業省基本情報技術者

■経済産業省汀パスポート

1英語検定

など

●児童・高齢者福祉コース
乳幼児を中心とした保育や高齢者を対象にした看護や

介護に関する知識と技術を学習します。

●発達と保育

●家庭看護・福祉

●児童文化

●リビングデザイン

●生活教養　●消費生活

●生活産業経営実践

●地域生活文化コース
地域の生活文化に注目して、衣食住の基本となる知識

と技術を学習します。

●フードデザイン

●生活文化

●リビングデザイン

●食文化　●生活教養

●消費生活

●生活産業経営実践

雷保育技術検定

■食物調理技術検定

■被服製作技術検定

■ワープロ検定

■情報処理検定

『福祉住環境コーディネーター

■秘書検定

』簿記検定

■英語検定

など



本校が進路指導で

力を入れていること
●勤労観育成のための行事を多く取り入れています

●インターンシップや企業見学の充実を図っています

●資格取得に向け課外授業を行うなど強力な指導を行っています

●就職内定後も指導の手を緩めず社会人としての知識・マナー講座を

開設しています

知と技の創造力を高め

社会に貢献できる力を養う

総合的な専門高校
その他4％

前　史　昭和28年4月　岩手県立花巻北高等学校に商業科設置

分校時代　昭和41年4月　石鳥谷分校設置

昭和48年5月　硬式野球部全国高校野球選手権

岩手県予選に単独初出場

独　　立　昭和49年4月　花北商業高等学校独立開校

昭和51年8月　硬式野球部甲子園出場

昭和63年3月　インターハイ（バドミントン個人）優勝
顕彰レリーフ完成

平成15年4月　総合的な専門高校、花北青雲高等学校開校

平成16年10月　創立30周年を迎える

岩手県立花北青雲高等学校
〒028－3172　岩手県花巻市石鳥谷町北寺林第11地割1825番

TELO198－45・3731／3732

FAXO198－45・3745
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